
東邦学誌第53巻第 1 号
2024年 7 月
論　文

39

名古屋市名東区における運動・スポーツ活動参画のための 
実現条件の検討

Examination of Facilitative Conditions for Participation in Exercise and  
Sports Activities in Meito Ward, Nagoya City

松村 雄樹
MATSUMURA Yuki

愛知東邦大学人間健康学部

要　旨

　本研究の目的は，本学園が締結した「スポーツ・健康×まちづくり」に関する連携協定の一者である名東区に着目

し，運動・スポーツ活動参画のための実現条件を明らかにした上で，世代別にどのような相違性が見られるかについ

て比較検討することとした．

　本研究は名古屋市名東区にて実施した「名東区民のスポーツ・健康に関する意識調査」のデータを使用した．調査

は名古屋市名東区に住民票を有する18歳以上の男女4,000名を対象として，郵送法により2023年の10月16日から12月

28日の約二か月で配付，回収され，有効回答数（有効回答率）は771部（19.2％）であった．研究方法は運動・スポー

ツ活動参画のための実現条件の類型化を実施した上で，世代別にみた運動・スポーツ実現要因の平均出現数およびそ

の差異の検定を実施した．

　主な研究結果は以下のとおりである．

1 ）実現条件を主体者自身が考える運動・スポーツ参画のためのきっかけを自由記述形式で抽出した結果，自由記述

データは46カテゴリーに分類することができた．

2 ）抽出された実現カテゴリーについて世代別の特徴を明らかにするために，運動・スポーツ参画のための実現要因

の平均出現数の差異を検定した結果， 4 つのカテゴリーで有意差が確認された．

キーワード：名古屋市，名東区，運動・スポーツ参画，実現条件，比較研究

1 ．緒言

　2023年 6 月，名古屋市名東区ではスポーツを中心とした文化活動の創設及び既存活動の活性化を図ることにより，

名東区の住民のウェルビーイングを向上させるために，産・官・学と地域住民の協働による自走・継続可能な組織を

設立することを目的に名東区，名東区体育協会，名東区スポーツ推進委員会連絡協議会，名東区小中学校長会，学校
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法人東邦学園が五者協定を締結した．現在，「名東区スポーツ・健康×まちづくり協議会」の設立準備が行われ，そ

こでは名東区が“自然と体を動かしてしまう「楽しいまち名東」”となり，区の活性化を目指す自走・継続可能な基

盤を作るべく，協議会の設立準備が行われ，様々な事業等の検討がなされている．

　WHO（2015）によると高齢化と健康には負の相関関係があり，健康状態の維持・向上のために身体活動を実施す

べきであること，そして，特に高齢者および加齢に応じた身体活動の促進支援を実施すべきと提言している．我が国

においても「スポーツ基本法（文部科学省，2011）」の前文において「スポーツは，心身の健康の保持増進にも重要

な役割を果たすものであり，健康で活力に満ちた長寿社会の実現に不可欠」と記載され，第 3 期スポーツ基本計画（ス

ポーツ庁，2022）では，「成人の週 1 回以上のスポーツ実施率が70％（障害者は40％）になることを目指す．」として

いる．個人のライフステージでの運動・スポーツ参加については，乾ら（2022）によると中学での実施率を頂点とし

て，高校，大学と減少していき，さらに社会人へステージが変わることにより，その多くが活動から離脱傾向にある

といえる．今後，世界的な規模で進行していくことが予測される高齢化や寿命の延長に伴い，健康の維持や向上のた

め，またそれぞれのライフスタイルの質の向上のために各世代において運動・スポーツ活動への関心がさらに高まり，

様々な形で活動の実現が求められる可能性が示唆される．

　一方で，Matsumura & Chogahara（2020）は運動・スポーツ活動はその範囲やパターンが拡大しているものの，

研究や事業が対応できておらず，その格差を解消するためにも効果的な施策や事業を実施していく必要性を指摘して

いる．さらに，Baranoeski et al（1998）や谷ら（2016）は運動・スポーツ活動の実現を促進するには，その現象を

引き起こす予測変数を明らかにし，それに基づいた行動変容戦略が必要であると報告している．人間が様々なライフ

ステージを経ていく中で，運動・スポーツ活動の実現に対して影響を及ぼす要因について検討を行うことは今後の個

人の加齢や高齢化，子どもの運動能力の低下等が進行する社会における生涯スポーツ振興策の構築や促進に有用であ

ると考えられる．

　そこで本研究は，“自然と体を動かしてしまう「楽しいまち名東」”を本学園らとともに目指す名東区に着目し，世

代別で運動・スポーツ活動参画のための実現条件にどのような相違性が見られるかについて比較検討し明らかにする

ことを目的とする．

2 ． 研究方法

2.1　調査方法と分析対象者

　本研究では，区民の健康・スポーツ活動に関する現状や動向を把握するために愛知県名古屋市名東区の一般成人を

対象として実施した「名東区民のスポーツ・健康に関する意識調査」のデータを使用した．調査対象者は，名東区の

18歳以上の男女を母集団とし，男女年齢別の人口構成率に基づき住民基本台帳から均等割付抽出を行ない，ランダム

に抽出された4,000名であった．調査は郵送法による無記名式の質問紙調査を行い2023年の10月16日から12月28日の

間に配付，回収され，有効回答数および有効回答率は 771 部（19.2％）であった．調査項目は，スポーツ参画の現状，

スポーツ参画の潜在性，スポーツ推進事業・環境・イベント，スポーツキャリアと健康状態であった．

2.2　分析方法

　本研究における分析の手順は，分析①として単純集計やそれぞれの運動・スポーツ活動参画のための実現条件の類

型化を行ったうえで，分析②として「青年群（10-30代）」，「中年群（40-60代）」，「高年群（70代以上）」の世代別に
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みた実現要因の平均出現数およびその差異の検定（一元配置分散分析による多重比較）を実施した．分析に利用した

統計処理パッケージはSPSS29.0およびSPSS Text Analysis for Survey（TAS）であった．

　具体的に分析①の記述回答の類型化は，回答を得た771名のうち，もっとも実施したい運動・スポーツ種目を選択

した上で，「その種目について，どういうきっかけがあれば実施できると思われますか．」という質問について「○●

というきっかけがあれば実施できると思う」の自由記述に回答のあった552名を分析対象とし，自由記述よりキーワー

ドを抽出し，先行研究（関西広域連合，2019；Mastumura & Chogahara，2020）で使用された「身体活動を促す重

要な要因体系」を参考に，テキストマイニングの手法を用いて回答の類型化を実施した．テキストマイニングの手法

は自由記述や文字データ等の質的データとしての実現状況を一定の客観性を備えながら分析するための方法であり

（神谷，2015），田中ら（2019）の研究では医療や看護などの分野においても事故原因や因果関係の究明への有効性が

認められていることより本研究においても採用した．

3 ．結果

3.1　調査対象者の特性

　年代については40歳代以上の中高年が全体の約80％を占めており，男性が43.7％，女性が56.0％であった．運動・

スポーツ実施頻度について週 1 回以上実施人口は56.9％で令和 4 年度 ｢スポーツの実施状況等に関する世論調査｣（ス

ポーツ庁,2023）の全国平均値52.3％を超えてはいるものの，第 3 期スポーツ基本計画（スポーツ庁，2023）において

設定されている「成人の週 1 回以上のスポーツ実施率を70％（障害者は40％）」という目標値には到達していないこ

とが分かった．

3.2.　テキストマイニング手法による実現条件の類型化

　TAS（Text Analysis for Surveys）を用いて，「身体活動を促す重要な要因体系」（関西広域連合，2019；健康・体

力づくり事業財団，2010；Matsumura & Chogahara，2020；松村ら，2020）を基に552の自由記述について分析者ト

ライアンギュレーションを実施した結果，46の実現項目に集約した．

　表 2 に各世代における上位10項目を示す．青年群については，“近接性（施設）”が11.7％と最も高い値を示し，次

いで“勧誘”（9.4％），“同志向者”（9.4％）であった．中年群については，“時間的余裕”が11.9％と最も高い値を示し，

次いで“近接性（施設）”（7.7％），“家族”（6.1％）であった．高年群については，“体調”が11.6％と最も高い値を

示し，次いで“友人”（9.8％），“時間的余裕”（8.9％）であった．全世代において“近接性（施設）”や“時間的余裕”

が共通して高い値をとっていることが分かった．

3.3.　世代における実現要因カテゴリーの差異

　「青年群」，「中年群」，「高年群」に関して，前述したテキストマイニング手法による実現条件の類型化より得られ

た結果について先行研究（健康・体力づくり事業財団，2010）を参考に12カテゴリーに集約し，その平均出現数の差

異を検定するため一元配置分散分析を行った． その結果，「身体（F=8.751, p<.001）」，「時間（F=3.677, p<.05）」，「プ

ログラム（F=3.051, p<.05）」，「仲間（F=3.371, p<.05）」の 4 カテゴリーにおいて有意な結果が得られた．

　さらに多重比較の結果，身体カテゴリーでは高年群が青年群，中年群よりも有意に高く，時間カテゴリーでは中年
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表 1 　調査対象者の特性

表 2 　世代別の運動・スポーツ参画のための実現条件
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群が高年群よりも有意に高く，プログラムカテゴリーでは中年群が青年群よりも有意に高く，仲間カテゴリーでは青

年群が中年群よりも有意に高いことが明らかになった．

　これらの結果より，高年群では身体カテゴリーが，中年群では時間，プログラムカテテゴリーが，青年群では仲間

カテゴリーが他の群に比べて運動・スポーツ参画のための実現条件として回答頻度が有意に高いということが確認さ

れた．

4 ．論議

　これまで国内外で実施されている運動・スポーツ活動の実施促進のための事業や施策の多くは身体活動量や運動実

施頻度，実施時間など量的な数値を目標として掲げられることが多かった（松村ら，2020）．しかしながら近年はスポー

ツ庁も「Sport in Life（生活の中にスポーツを）」をキーワードに「いかにスポーツを楽しむか」や「自分のスタイ

ルでスポーツと長く付き合っていけるか」などの考え方が浸透してきており，スポーツの質的側面や満足度を充実さ

せるかということが注目されている．このような背景の中，本研究では活動主体者が自ら挙げる「運動・スポーツ活

動参画のための実現条件」について着目し，質的なアプローチで世代別の潜在的な需要を実施に促す要因を解明する

ことを目的とした．

　本研究の成果として，従来の個人的要因や環境的要因からではなく，活動主体者が実際に運動・スポーツ活動へ参

画するための条件という具体的な自由記述を基に実現条件を抽出した結果，46項目に集約することができ，さらに世

代別に求める条件の相違性について確認することができた．

　本研究の 2 つの分析結果をもとに世代別の実現条件およびカテゴリーについて考察する．青年群については，勧誘

や同志向者など「仲間」カテゴリーが他の群に比べて出現頻度が高いということが明らかになった．「仲間」につい

ては，浜田ら（2009）の研究においても運動・スポーツ活動の実現に関わる重要な要因であると示されており，横山

ら（2003）は仲間集団での活動参加は，楽しさや達成感にも影響をもたらすということからも，黒崎ら（2023）が示

表 3 　各世代における実現カテゴリーの平均出現数の比較
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すように青年群を運動・スポーツ活動への参画を促すためには仲間づくりが気安くできる環境づくりを検討する必要

があると推察できる．

　次に，中年群については，時間的余裕を含む「時間」カテゴリーと体験イベントを含む「プログラム」カテゴリー

が他の群に比べて出現頻度が高いということが明らかになった．特に「プログラム」については「体験イベント」項

目への回答が多く，「気軽に参加できる」「いろいろなものを試したい」などの記述をみることができ，中年群の運動・

スポーツ参画の条件には“～易さ”が重要であると推察できる．これらの結果より，中年群を運動・スポーツ活動の

参画に促していくためには，仕事の休みや家族で時間の取れる休日に近隣地域で子供から大人まで楽しめる多種目体

験型のスポーツイベントプログラムの作成が有効であると推察できる．

　最後に高年群については「体調」「体型・体力」などの「身体」カテゴリーが他の群に比べて出現頻度が高いとい

うことが明らかになった．スポーツの実施状況に関する世論調査（スポーツ庁，2023）においても運動・スポーツを

実施した理由として「健康のため」が79.4％と最も多く，「体力増進・維持のため」が56.3％と報告されており，健康

や体力に対する意識が運動スポーツ活動の参画に大きな影響を及ぼしていることが分かる．本分析の結果からも，特

に高年群に対しては運動・スポーツ活動の参画のための条件として健康の維持や増進，体型・体力に対する条件を満

たすことにより参画に促すことができる可能性を示唆できる．このことより，高年群に対する運動・スポーツ活動参

画に向けての方策の提案としては，運動・スポーツ活動の促進や明確な目標値の設定に加えて，「健康・体力・筋力

増進のために」などのキーワードを用いて「健康」について運動・スポーツ活動と結びつけるプロモーションが有効

であると推察できる．

　本研究では運動・スポーツ活動への参画希望者が自ら挙げる「運動・スポーツ活動参画のための実現条件」を分類

し，世代別の実現条件およびカテゴリーの相違点を明らかにし，その理解を深めることができた．この成果を基に，

今後は各世代における運動・スポーツ活動参画への事業やイベント・プログラム等を検討するだけにとどまらず，そ

の成果についても縦断的に検証していく必要があるといえる．
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